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地域再生計画 

 

１ 地域再生計画の名称 

松崎町デジタル田園都市構想推進計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

静岡県賀茂郡松崎町 

 

３ 地域再生計画の区域 

静岡県賀茂郡松崎町の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

本町の総人口は、1990 年の 9,262人をピークに一貫して減少しており、2020年

には 6,038人となっている。国立社会保障・人口問題研究所の推計によると、2050

年に 2,840人まで減少することが想定されている。 

年齢３区分別人口では、年少人口（０～14歳）は、1990年の 1,459人から 2020

年には 463 人となっており、同研究所の推計によると 2050 年に 151 人と大きく

減少する見込みである。また、生産年齢人口（15 歳～64歳）は、1990年の 5,837

人から 2020 年には 2,620 人となっており、2050 年に 986 人と大きく減少する見

込みである。一方、老年人口（65歳以上）は、1990年の 1,970 人から 2020年に

は 2,948人と大幅に増加しており、2050年に 1,703人と再び減少する見込みであ

る。それぞれの区分の構成比の推移をみると、年少人口は、1990年の 15.7％から

2020年に 7.7％へ減少し、生産年齢人口は 1990年の 63.0％から 2020年に 43.4％

へ減少し、老年人口は 1990年の 21.3％から 2020年に 48.9％へ増加する。 

自然動態をみると 2005 年から一貫して死亡数が出生数を上回っている。2010

年代からは毎年 100人以上の自然減が続いている。2023年には、出生者数 11人、

死亡者数 138人で、自然減（▲127人）となっている。 

社会動態をみると、2010年を最後に転出者数が転入者数を上回り、社会減が続

いており、2023年には転入者数 172人、転出者数 192人で、社会減（▲20人）と
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なっている。 

今後も人口減少や少子高齢化が進むことで、地域経済の衰退、子育て教育環境

の衰退等、様々な影響が懸念される。 

こうした状況に対して、人口減少を抑制し、将来人口を想定値よりも上回る水

準にしていくため、次の事項を基本目標に掲げ、「伝統と現代が調和した暮らし

のあるまち 松崎」の実現をめざす。 

・基本目標１ 地域経済を強くする循環 

・基本目標２ 人が活躍し、人を呼び込む循環 

・基本目標３ 子どもを育て、教育する循環 

・基本目標４ 健康で安心して暮らす循環 

 

【数値目標】 

５－２の

①に掲げ

る事業 

ＫＰＩ 
現状値 

（計画開始時点） 

目標値 

（2027年度） 

達成に寄与する

地方版総合戦略

の基本目標 

 

 

 

 

ア 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術伝承実施箇所（単年

度） 
１箇所 １箇所  

 

 

 

基本目標１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育旅行人数（単年度） 220人 300人 

スポーツ体験型観光人数

（単年度） 
10,889人 15,400人 

文化財（重文・旧依田邸

）入込客数（単年度） 
13,593人 15,000人 

旅客船の寄港回数（単年

度） 
0回 １回 

松崎ブランド認定商品数 42種類 53種類 

新技術活用などの支援件

数 
1件 １件 

農地集積化・集約化面積 2.0ｈａ 3.0ｈａ 

有害鳥獣捕獲頭数（単年 212頭 330頭 
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度） 

起業者数（単年度） ０組 ３組 

町ホームページの閲覧件

数（単年度） 
307,839件 300,000件 

イ 

 

石部棚田を活用した体験

等の参加者数（単年度） 
1,564人 1,600人 

基本目標２ 

 

事業により松崎町に訪れ

る学生（単年度） 
320人 350人 

ふるさと納税寄付件数（

単年度） 
3,682件 3,500件 

他の地域の自治体との交

流回数（単年度） 
15回 10回 

ウォーキングイベント参

加人数（単年度） 
100人 150人 

女性委員登用割合 21.8％ 25％以上 

女性防災委員登用割合 1.4％ 25％以上 

障がい者物品調達（単年

度） 
12,000円 前年額以上 

シルバー人材センター会

員数（単年度） 
47人 50人 

地域おこし協力隊登録人

数（単年度） 
９人 10人 

移住相談件数 67件 70件 

空き家情報バンクへの新

規登録（単年度） 
21件 20件 

ウ 

妊娠・出産サポート等支

援実施回数（単年度） 
５回 ６回 

基本目標３ 
子育て支援支給事業実施

人数（単年度） 
20人 29人 
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子育て支援延長保育支援

人数（単年度） 
 ７人 

子供の居場所数（単年度） １箇所 １箇所 

奨学金利用者（単年度） ６人 ５人 

ＩＣＴ支援者の配置 ０人 １人以上 

技術保存後継者育成人数 ０人 １人 

エ 

地域での健康増進活動参

加者数（単年度） 
205人 650人 

基本目標４ 

地域での健康増進活動場

所数（単年度） 
14箇所 35箇所 

特定健診受診率 36％ 44％ 

買い物等支援実利用者数

（単年度） 
178人 180人 

町主体運行公共交通利用

者数（単年度） 
43,296人 45,000人 

津波避難タワー整備 １基 ４基 

公民館耐震化（単年度） ０件 １件 

ハザードマップ整備済数 １種類 ３種類 

地域リーダー講習会・研

修会実施回数（単年度） 
２回 １回 

防災訓練等実施回数（単

年度） 
４回 ５回 

 

５ 地域再生を図るために行う事業 

５－１ 全体の概要 

５－２のとおり。 

 

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 

○ まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する寄附を行った法人に対する
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特例（内閣府）：【Ａ２００７】 

① 事業の名称 

松崎町デジタル田園都市構想推進事業 

ア 地域経済を強くする循環事業 

イ 人が活躍し、人を呼びこむ循環事業 

ウ 子どもを育て、教育する循環事業 

エ 健康で安心して暮らす循環事業 

② 事業の内容 

ア 地域経済を強くする循環事業 

 風光明媚な地域や温泉、桜葉等地域外に販売できる特産品を新しい社

会に合致した方法で発信し、地域経済循環を強化することにつなげる事

業 

【具体的な事業】 

・なまこ壁保全・修繕による景観保全と観光振興 

・特産品、農産物の高付加価値化と販売促進 

・ＩＣＴ活用による戦略的情報発信 等 

イ 人が活躍し、人を呼びこむ循環事業 

 特定の地域に継続的に多様な形で関わりを持つ人を意味する「関係人

口」を増やし、将来的に交流人口、定住人口を増やすことにつなげる事

業 

【具体的な事業】 

・大学等連携事業 

・交流のある他の地域の自治体との交流事業 

・移住者受入体制整備 等 

ウ 子どもを育て、教育する循環事業 

 主幹産業である観光業の特性に応じた子育て支援環境を整え、都会で

は実現することのできない子供の居場所や遊び場所を提供する等、ユニ

ークな子育て支援環境の創出を進める事業 

【具体的な事業】 
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・子育て支援の充実 

・就学支援の充実 

・学力、運動能力の向上支援の充実 等 

    エ 健康で安心して暮らす循環事業 

少子・高齢化が進む中で､健康長寿のウェルネスの考え方による高齢社

会のコミュニティ形成を進める事業 

【具体的な事業】 

・健康増進に関連する活動支援 

・地域公共交通の改善 

・防災施設整備の推進 等 

※ なお、詳細は松崎町デジタル田園都市構想総合戦略（第３期まち・ひと・

しごと創生総合戦略）のとおり。 

③ 事業の実施状況に関する客観的な指標（重要業績評価指標(ＫＰＩ)） 

４の【数値目標】に同じ。 

④ 寄附の金額の目安 

240,000千円（2025年度～2027年度累計） 

⑤ 事業の評価の方法（ＰＤＣＡサイクル） 

毎年度９月頃に外部有識者による効果検証を行い、翌年度以降の取組方

針を決定する。検証後速やかに本町ＷＥＢサイト上で公表する。 

⑥ 事業実施期間 

2025年４月１日から 2028年３月 31日まで 

 

６ 計画期間 

2025年４月１日から 2028年３月 31日まで 


